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序文

前谷B地区が地元の強い要望で、県営畑地帯総合土地改良事業を行うにあたり、この地域は

文化財の包蔵地であるので5月16日から 6月16日までの開発掘調査が行われました。

こんなところにも、昔、人が住んでいたのだろうかという疑問を抱くような場所から、縄文

中期土器と思われるものが出土し、浅いところで15cm、20仰というところからも出ています。

しかも出土の場所が集中していることは、ここで生活していたことが十分考えられます。生活

用水は、現在もこんこんとわき出ている塩御前谷の水をくんで使っていたのであろうかと想像

することであります。

開発か文化財保護かということが全国各地で問題になっているところが多いようです。地域

住民の感情としては、以前に近くを基盤整備した時は調査もせずに簡単に工事がなされたでは

ないかということが頭の中に強くあるようです。まだ分布調査が実施されていない前の特殊農

地保全整備事業で施工された場所のことです。

10年前に、ローマ、ナポリ等に行った時に、文化財保護の徹底、厳しさには驚かされたこと

があります。先人の遺跡は一度壊したら元に戻らないというのがその根拠であり、石 1個の移

動にも規制があるとのことでした。

我が園、本県でも遅れていた分が進むに従って前のようなことが起ってくるのでありますが、

将来の農業は機械力に頼らなければ国際化の時代に太万打ちできないでしょうし、それには基

盤整備はどうしても必要になってきます。工夫、手だてによって、文化財保護、発掘をしなが

ら工事の実施がなされることを願っているところです。

最後になりましたが悪天候の中を精力的に御指導いただいた県教育庁文化課の先生方に厚く

お礼申し上げます。

平成元年3月

松山町教育委員会教育長 加世田 賓
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1.本報告書は、昭和63年度に実施した県営畑地帯総

合土地改良事業曾松東部地区(仮屋工区・前谷工区)

の施工に先立つ、埋蔵文化財確認調査の報告書であ

る。

2.調査は県・国の補助を得て、松山町教育委員会が

実施した。

3.調査員については、県教育庁文化課職員の派遣を

依頼した。

4.本書の編集は、富田逸郎・東和幸が行い、執筆は

冨田が行なった。

5.挿図中の標高は、県土地改良事業団体連合会の作

図した「県営畑地帯総合土地改良事業曾斡東部地区

(仮屋工区)現況計画平面図Jr同(前谷工区)現況計画

平面図」の各々のB.M. 1 (仮屋工区=174.596m、

前谷工区=173.944m) を基準にした。

6.挿図の縮尺は各々にスケールを付した。

7.挿図の浄書は、主にその担当者が行った。

8.遺物番号は遺跡ごとの一連番号であり、挿図・図

版共通である。

9.遺物の整理、本書の作成は県教育庁文化課収蔵庫

で行った。

10.遺物等は松山町歴史民俗資料館に保管・展示する。
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第 1章調査の経過及び組織

第 l節調査に至るまでの経過

鹿児島県農政部(農地整備課・大隅耕地事務所)は、曾齢郡松山町仮屋工区・前谷工区にお

いて畑地帯総合土地改良事業を計画し、実施計画区域における埋蔵文化財の有無について、鹿

児島県教育委員会(文化課)に照会した。

文化課は昭和61年 5月に分布調査を実施したところ、昭和63年度実施予定区域内に稗ケ迫B

遺跡、稗ケ迫C遺跡、前谷B遺跡の存在していることが確認された。

この結果、県農政部農地整備課(大隅耕地事務所)、県文化課、松山町教育委員会は協議を行

い、事業の推進と埋蔵文化財の保護との調整を図るため、昭和63年度に国・県の補助を得て、

松山町教育委員会が確認調査を実施することとなった。費用は総事業費2，500千円で、うち国

庫補助1，250千円、県費補助625千円、町費負担625千円である。

確認調査は、松山町教育委員会が調査主体となり、調査及び整理・報告書作成作業を鹿児島

県教育委員会文化課に依頼した。発掘調査は昭和63年 5月16日から同年 6月16日まで実施し、

その後整理、報告書作成作業等は県文化課重富収蔵庫において行った。

第 2節調査の組織

調査主体者 松山町教育委員会

調査責任者 松山町教育委員会教育長 加世田 賓

調査事務担当 !J 管理課長 川上哲郎

!J 主査 白坂泰雄

!J 主査 佐野ス 、、

!J 社会教育課長 吉元俊彦

!J 主事 永田史生

!J 主事 津曲兼隆

!J 主事 上原 ヌぷ乙又

!J 社会 教 育 指 導 員 永 山 不 二 夫

!J 庶務係 別納洋子

調査担当 鹿児島県教育委員会 文化財研究員 富田逸郎

!J 主事 東 和幸

なお、調査の企画等において、県教育庁文化課長吉井浩二、同課長補佐奥園義則、同主幹立

園多賀生、同文化財研究員兼埋蔵文化財係長吉元正幸、間企画助成係長京田秀允の各氏のほか

間企画助成係の指導助言を得た。
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第3節調査の経過

調査の経過は、日誌抄により以下略述する。

5月16日(月) 仮屋地区の調査開始。 1T:アカホヤまで発掘。土器片 1点出土。 2T:ア

カホヤ上面まで発掘。柱穴2基を確認。写真撮影の後、半カットして調査。

3T:薩摩層上面まで発掘。

5月17日(火 1T:薩摩層下まで完掘。土層断面の写真撮影及び実測後、埋め戻し。 2T:

3基の柱穴を半カットし、写真撮影及び実測終了。 3T:シラス上面まで完

掘。土層断面の写真撮影及び実測後、埋め戻し完了。 4T:アカホヤ上面で

土坑状の遺構を確認。 5T:アカホヤ上面まで発掘。

5月18日(水 1T:埋め戻し完了。 2T:平板測量・断面実測後、埋め戻し。 4T:土坑

の発掘。 5T:遺物・遺構無し。土層の写真撮影と土層断面実測の後、埋め

戻し。 6T:VIU層(サツマ層)まで発掘。 7T:V層(アカホヤ層)まで発

掘。 8T:III層上面まで発掘。

5月19日(木)

5月20日(金)

5月23日(月)

4T:土坑の発掘・写真撮影・実測。土器の取り上げ。土層実測後、埋め戻

し。 6T:完掘。実測後、埋め戻し。 7T:サツマ層(VUI)まで発掘。 8T:

アカホヤ層 (V)上面まで発掘。 9T、10T:発掘開始。

雨のため、発掘作業中止。

7T:完掘後、土層の写真撮影と実測。 8T: VI層上面まで発掘。 9T : VI 

層上面まで発掘。 10T: II層中に古道らしき堅搬な部分を確認。 IV層から土

器片出土。 llT:表土下、シラス層。土層の写真撮影。 13T:表土下、 V層

(アカホヤ層)。

5月24日(火 7T、llT:埋め戻し。 8T:シラス層まで完掘。遺物無し。 8bT・8c 

T.8dT:表土下、アカホヤ層上面に芋穴を認める。 9T:サツマ層下部

まで発掘。遺物無し。 10T: IV層に土器集中。 10bT ・10c T • 10d :トレ

ンチの設定後、発掘開始。 13:サツマ層上面まで発掘。

5月258 (水 8T、8bT、8cT、8dT、 9T:土層断面実測・写真撮影後、埋め戻

し。 10T:遺物の取り上げ後、アカホヤ上面で精査。落ち込みを確認。 10b

T、10cT :表土が深く、 1m以上はある。 10dT : 80cmほどで、 III層に達

する。 13T:薩摩層を発掘。 14T:発掘開始。

5月26日(木 10T:遺物取り上げ・土層断面実測。 10bT、10cT :地表下 2mまで客土。

10d T : IV層中に遺物を検出する。 12T:表土直下から、アカホヤ層が真っ

赤に焼けた部分を検出。弥生中期の小査形土器と砂岩のフレークが大量に出

土。 13T:シラス上面まで発掘。遺物無し。 13bT : 4ケ所のサブトレンチ

を設けて発掘開始。 14T:発掘開始。

5 月 27日(金 10 ・ 10b~10d T ・ 12~15 トレンチの調査及び埋め戻し。仮屋・草ノ瀬地区
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の調査終了。前谷地区へ道具の移動。

5月30日(月) 前谷B地区の調査開始。各トレンチの設定及び位置の測量。 3T:黄褐色粘

土層の上面まで発掘。 4T:黄褐色ジャリ層上面まで発掘。 5T:黒色上面

まで発掘。 7T:表土下アカホヤ上面で、芋穴を検出。 llT:.表土下・アカ

ホヤ上面で、暗黄褐色土の落ち込みを確認。土器片出土。

5月31日(火 1T:発掘開始。表土宜下がアカホヤ。 3T:黄白色粘土まで発掘。 4T:

黒灰色粘土層まで発掘。ジャリ層から土器片出土。 5T:黒色土・黒灰褐色

土の途中まで発掘。 7T:V層アカホヤ上面で土器出土。 llT:トレンチを

拡張して遺構を掘る。縄文晩期土器出土。

6月1日(水) ベンチマークの移動。 1T : IV層上面まで発掘。 3T、 7T:完掘。土層断

面実測後、埋め戻し。 4T:黄白色粘土層まで完掘。 5T:黒灰褐色土下の

黒色土より土器片が2点出土。 8T:表土剥ぎ。 9T:発掘開始。表土直下

アカホヤ層。 llT:遺構の発掘。

6月2日(木) 雨のため、発掘作業中止。

6月3日(金) 雨のため、発掘作業中止。

6月6日(月 1T、8T:サツマ層まで発掘。 2T:発掘開始。ジャリ層まで発掘。 4T:

埋め戻し。 5T:清掃と写真撮影・実測。 10T:表土下シラス。

6月7日(火 1T:サツマ層を発掘。 2T:第 2ジャリ層下面まで発掘。土器片 1片出土。

5T:埋め戻し。 6T:発掘開始。 11層・ IV層に土器片出土。 8T:シラス

面まで完掘。 9T:完掘。写真撮影。

6月8日(水 1T、 6T、 8T、 9T:完掘。 12T、14T:表土剥ぎ。 16T: III層上面ま

で発掘。午後から雨のため中止。

6月9日(木 1T、8T:断面実測。 6T、9T:遺物取り上げ。断面実測。 llT、12T:

遺物の取り上げ。 14T、15T:アカホヤ上面まで発掘。 16T:アカホヤ上面

で、ピットを確認。

6月10日(金 12T、15T:アカホヤ上面まで発掘。 13T:発掘開始。 11層黒色土まで発掘。

14T:完掘。午後から雨のため作業中止。

6月13日(月 llT:断面実測。ベルトはずし。遺構の掘り下げ。 13T:アカホヤ上面まで

発掘。 14T:写真撮影。 15T:サツマ層まで発掘。 16T:ピットの発掘。遺

物の取り上げ。

6月14日(火) 発掘調査終了。 2T、12T、15T:土層断面実測。 8T:埋め戻し。 llT:

遺構を完掘。 13T:完掘。遺物・土層の実測。 14T:遺物の取り上げ。土層

断面の実測。 16T:完掘。ピット及び土層断面の実測。

6月15日(水) 埋め戻し。

6月16日(木) 埋め戻し。

-8-



第 2章 遺跡の位置と環境および周辺遺跡

1.遺跡の位置と環境

稗ケ迫B遺跡、稗ケ迫C遺跡は鹿児島県曾訟郡松山町大字新橋小字稗ケ迫にあり、松山町役

場の約1.5凶のところに位置し、前谷B遺跡は松山町大字秦野小字前谷にあり、松山町のほぼ

中央の町立秦野小学校の南約 1凶のところに位置している。

遺跡のある松山町は大隅半島曾斡郡のほぼ中央部に位置し、東西に細長く東西12回、南北 4

kmである。東は志布志町、西は末吉町、大隅町、南は有明町、志布志町、北は末吉町に境して

いる。

経緯度は東経13度から13度 7分、北緯31度37分で、町総面積は49.69km'であり、北側は末吉

町に境する宮田山520m、南側は有明町に境する霧岳408mが主な丘陵で、その両山地聞の地

域、西部、南東部は火山灰台地が発達し、その台地面を開析して、西部では菱田川とその支流、

東部では安楽川の支流の尾野見川が志布志湾にむかつて南流する。

稗ケ迫遺跡、清水迫遺跡は霧岳西部が北側へ延びるその裾部に立地している。前谷B遺跡は

霧岳東部が北側へ延びる裾部に立地しており、その東には豊富な湧水があり付近の水田用水と

して利用されている。

第 l図松山町遺跡分布図
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第 2図に示した剥片尖頭器は、本町の歴史資料館の収蔵資料である。正確な出土地は不明で

あるが、旧石器時代の石器にまちがいないものと思われ、町内にも旧石器時代の遺跡があるこ

とが証明される。現在の所町内では旧石器時代遺跡の発掘例はないが、隣接する末吉町では掛

尾遺跡で旧石器時代の包含層が確認されている。

さて、この石器は流紋岩製の剥片尖頭器である。素材となった剥片は、縦剥ぎの長三角形の

剥片であり、背面右側の面は石核素材となった剥片のポジテイヴ面のように思われる。打面は

くぼんでおり、打面調整の結果であると思われる。これは、今までに報告された県内の剥片尖

頭器との大きな相違であり、石材の相違(県内の他の資料は硬砂岩製)と共に、この資料の特

徴である。両側縁の打面に近いところを大きく剥離し扶入させた後、より急角度の剥離を打面

に近い箇所に加え、茎部を作り出している。茎部背面にみられる剥離の一部は基部調整の剥離

で切られており、素材剥片の頭部調整剥離の可能性もある。重量は45.1gである。
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第 2図 松山町歴史民俗資料館所蔵剥片尖頭器



表 1 松山町及び近隣の遺跡一覧(番号は文献(1)、付図と同一、第 1図は下2桁の番号) (第 1図、付図参照)

番号 遺跡名 所在地
時代

i日石縄文弥生古墳古代中世近世
遺構・遺物 文献

67-1 宇都谷 新橋字宇都谷 O 前平式 26 

67-2 宇都D 新橋字宇都 O O 毒患義黒曜石土師器 26 

67-3 砂田A 新橋字砂田 O E霊式黒曜式押型文 26 

67-4 中村 尾野見字中村 O 前平式

67-5 下迫C 新橋字下迫 O 塞ノ神式姫島産黒曜石

67-6 榎之俣 新橋字榎之俣 O 纂ノ神式

67-7 砂田D 新橋字砂田 O O 轟式

67-8 稗ケ迫C 新橋字稗ケ迫 O O O 轟式・土師器 26 

67-9 内野野C 秦野字内野野 O 塞之神式・打製石斧

67-10 前ノ谷 秦野字堀ノ内 O 

67-11 公会堂上 新橋字公会堂上 O 塞之神式

67-12 狩川B 新橋字狩川 O 阿高式・敵石

67-13 松山 新橋字松山 O 
躍童書会智襲若

67-14 入道久保A 新橋字入道久保 O 阿局式石斧

67-15 内野野B 秦野字内野野 O 問書九重製石斧

67-16 郷田 秦野字郷田 O 図書九重製石斧

67-17 蛇山ノ谷 尾之見字蛇山ノ谷 O O 石匙・打製石斧

67-18 垂門A 新橋字垂門 O 市来式

67← 19 下迫A 新橋字下迫 O O O 御領式・土師器 26 

67-20 堀口 新橋字堀口 O O 御領式・石鉱・青磁 26 

67-21 r可床 新橋字河床 O 

67-22 宇都A 新橋字宇都 O 松山式・石皿 26 

67-23 字都B 新橋字宇都 O O 須恵器 26 

67-24 宇都C 新橋字宇都 O 岩崎上層式 26 

67-25 中村迫 新橋字中村迫 O O 露払童書石器・土師 26 ， 

67-26 山ノ回 新橋字山ノ回 O O 松山式・土師器・石鉱 26 

67-27 後谷A 新橋字後谷 O 指宿式 26 

67-28 上ノ原 新橋字上ノ原 O 綾式・岩崎上層式

67-29 入道久保C 新橋字入道久保 O 打製石器

67-30 仮屋 新橋字仮屋 O O 土師器

67-31 稗ケ迫A 新橋字稗ケ迫 O O 御領式・土師器 26 

67-32 中山A 新橋字中山 O 黒曜石 26 

67-33 堀ノ内 秦野字堀ノ内 O O 事来式・黒曜石・土師 26 

67-34 黒石崎 尾野見字黒石碕 O 出水式・蔽石・石剣

67-35 井手段III 尾野見字中村井手段 O 岩崎上層式

67-36 百回 新橋字百回 O 上加世田式・打製石斧 26 

67-37 構溝 新橋字垂門構溝 O O 磨製石斧・土師器 26 

67-38 牧ノ原B 新橋字牧ノ原 O O 

67-39 大原 新橋字大原 O O O 入来式・土師器

67-40 後ノ谷 新橋字後谷 O O 土師器

67-41 水流知 新橋字水流知 O O 土師器

67-42 蔵野 新橋宇蔵野 O O 土師器・打製石斧

67-43 入道久保B 新橋字仮屋 O O 土師器・須恵器

67-44 稗ケ迫B 新橋字稗ケ迫 O 磨製石斧

67-45 中山B 新橋字中山 O O 入来式 26 

67-46 黒石II 尾野見字黒石 O 

67-47 牧ノ段 新橋字牧ノ段 O 一
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表2

番号 遺跡名 所 在 地
時代

遺構・遺物 文献
旧石縄文弥生古墳古代中世近世

67-48 井手間 新橋字井手間 O 26 

67-49 梨木 新橋字梨木 O O 土師器・青磁・鉄津

67-50 大窪B 新橋字大窪垂門 O O 土師器

67-51 後谷B 新橋字後谷 O 

67-52 前ノ谷 新橋字後谷 O 

67-53 前谷 新橋字前谷 O 8 

67-54 砂田C 新橋字砂田 O O 土師器 26 

67-55 黒石I 尾野見字黒石 O 

67-56 豊留 新橋字費留 O 打製石斧

67-57 大窪A 新橋字大窪 O 26 

67-58 狩川A 新橋字狩川 O 鰭石斧・磨製石斧・

67-59 内野野A 秦野字内野野 O 石斧・石鍬

67-60 柿木瀬戸 秦野字柿木瀬戸 O 打製石斧

67-61 六日畑 尾野見字六日畑 O 山ノ口式・打製石斧

67-62 中村手間 尾野見字中村手岡 O 打製石斧

67-63 鳩窪 尾野見字楠窪 O 山ノロ式

67-64 井手段 I 尾野見字中村井手段 O 

67-65 砂田B 新橋字砂田 O 

67-66 JlI路 新橋字川路 O 打製石斧・石弾

67-67 栗須田 新橋字栗須田 O 

67-68 尾野見 尾野見 O 

67-69 桐ノ木 尾野見字桐ノ木 O 

67-70 露英地下式 秦野字柿木瀬戸 O 地下式横穴

67-71 竹下 新橋字竹下 O 土師器、須恵器・青磁 26 

67-72 四ツ枝 新橋字四ツ枝 O 土師器、須恵器・青磁

67-73 黍門C 新橋字垂門 O 土師器

67-74 下迫B 新橋字下迫 O 土師器

67-75 牧ノ原A 新橋字牧ノ原 O 土師器

67-76 豊留 新橋字費留 O 板碑

67-77 後谷C 新橋字後谷

67-78 狩川C 新橋字狩川 O 須恵器

67-79 清水迫 新橋字清水迫 O 土師器

67-80 川東 秦野字川東 O 土師器・須恵器

67-81 豊留 新橋字豊留 O 回之神像

67-82 垂門B 新橋字嚢門 O O 土師器

67-83 前之窪 新橋字前之窪 O O 土師器 26 

67-84 泰野城跡 泰野字前之窪

67-85 松山城跡 新橋字松尾
確 義 過 暴 露ZL

67明 86 銭ケ迫一塁塚 桃木銭ケ追

67-87 習室F可権四郎 尾野見

67-88 中原一里塚 尾野見

67-89 泰野の石敢当 泰野

67-90 馬場の庚申塔 新橋馬場

67-91 
害事詩像

新橋豊留

67-92 豊留の板碑 11 

67-93 前谷B 泰野
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末吉町

番号 遺跡名 文献

66-1 騒郷中学校

66-3 花房

66-4 新田山第1

66-8 柿木下III区

66-13 南富田

66-14 荒神免

66-15 荒神免古墳

66-20 竹有原

66-21 大路

66-22 原村第 I

66-31 上桑鶴

66-33 原村第II

66-34 まのせ

66-35 原村

66-36 屋敷寺

66-46 坂苅

66-47 新田山第II

66-48 中原

66-49 篠ケ迫 26 

66-50 襲撃一字一石

66-53 量購草木谷

66-55 桜谷天の岩戸

66-75 花房製鉄所跡

66-107 前原

66-109 西原 26 

66-111 本堂

66-115 雪之木野久尾

66-120 赤尾 7 

66-121 掛尾 7 

66-122 山ノ根

66-123 士合原 I

66-124 土合原II

66-125 土合原III

66-126 未名

志布志町

番号 遺跡名 文献

68-2 鎌石橋

68-6 牧原 24 

68-7 内門 24 

68-8 白木原 24 

68-9 大長野 24 

68-10 宮谷口 24 

68← 11 本村 24 

68-12 小牧 24 

68-13 蔵圏 24 

68-14 中迫 24 

68-18 上原 24 

68-19 中須 24 

68-20 西中畑 24 

68-21 橋野 24 

68-22 下原A L 土」
蝦欠番は付図の範囲外にある遺跡

番号

68-23 

68-24 

68-25 

68-26 

68-27 

68-42 

68-45 

68-46 

68-48 

68-67 

68-71 

68-72 

68-73 

68-74 

68-79 

68-82 

68-83 

68-84 

68-85 

68-86 

68-87 

68-88 

68-96 

68-99 

68-100 

68-101 

68-102 

68-120 

68-121 

68-122 

68-123 

68-124 

68-125 

68-126 

68-127 

68-128 

68-129 

68-130 

68-131 

68-138 

68-146 

68-149 

68-185 

68-186 

68-187 

遺 跡 名 文献 番号 遺 跡 名 文献

長尾 24 69-6 仮屋A 26 

横尾A 24 69-8 室太郎

横尾B 24 69-11 著ケ谷B

蓑輪 24 69-15 黒葛A

柳 24 69-16 いせんぽ

出口 24 69-18 仮屋頭

家野 24 

松崎 24 

牧 24 

道重 24 

吉原 24 

牧野 24 

出口 24 

立花迫 24 

片野洞穴 24 

倉野 24 

板山 24 

白木八重 24 

大越 24 

小牧 24 

小迫 24 

山久保B 24 

浜場 24 

山据 24 

今別府 24 

上楢野 24 

橋之口 24 

山久保A 24 

上出水 24 

楢ノ口

宮ケ中 24 

下原 24 

森山 24 

平原A 24 

平原B 24 

平山 24 

上原 24 

下原B 24 

札建 24 

上佐野原

回吹野 24 

佐野 24 

宮谷A

宮谷B

尾口

大隅町

番号 遺 跡 名 文献

63-9 山神 26 

63-14 久保崎III

63-19 久保崎W

63-21 縄瀬

63-22 市

63-33 八合原

63-35 縄瀬II

63-47 稲葉崎

63-48 桜迫 I 26 

63-66 竹山 I

63-67 下ノ山

63-71 市柴 I

63-73 坂之上

63-84 前床

63-79 大回尾

63-80 城ケ退

63-83 宮園

63-85 猪子平

63-88 縄瀬 I

63-90 市柴II

63-91 市柴田

63-104 山下ロ

63-105 鳴神

63-106 境木

63-107 山段

63-108 上八合

63-109 志柄牧

63-110 長追

63-112 下ノ山

63-126 中馬場通

63-128 竹山II

63-129 志柄

63-130 桜迫II 26 

63-134 西之園

63-151 元屋敷

63-169 馬場城跡

63-170 新城城跡

63-171 月野城跡

63-172 土成城跡

63-176 月野経塚

63-178 重松石見守の

63-197 松尾田城

63-198 広津田城
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埋蔵文化財発掘調査報告書 (11) 1986.3 志布志町教育委員会

(21) r出口 B遺跡・潤ケ野遺跡・東原遺跡・檎野遺跡・上原遺跡・平原A遺跡・平原B遺跡』

志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書(12) 1987.3 志布志町教育委員会

(22) r飛渡遺跡・島田遺跡・白木原遺跡J志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書(13) 1988.3 

志布志町教育委員会

(23) r干し元遺跡・山原遺跡J有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(1) 1985.3 有明町教育委

員会

(24) r志布志の埋蔵文化財一周知の遺跡詳細分布状況 1985 志布志町教育委員会

(25) r大隅地区埋蔵文化財分布調査概報j鹿児島県埋蔵文化財調査報告書 (25) 1983.3 鹿

児島県教育委員会

(26) r大隅地区埋蔵文化財分布調査概報一昭和58年度-J鹿児島県埋蔵文化財調査報告書(29)

1984.3 鹿児島県教育委員会

一 14--



第 3章 稗ケ迫B遺跡・稗ケ迫C遺跡・草之瀬地区の調査

第 l節周辺地形及び標準土層

本町は宮田山と霧岳を結ぶラインで、菱田}11水系と安楽川水系とにわかれるが、この章で述

べる仮屋工区は、霧岳山麓の菱田川水系によって開析された谷に挟まれた緩傾斜の頂部をもっ

尾根上にある。

稗ケ迫遺跡はこのような尾根の末端に立地しており、北東へやや緩い傾斜をもっ。この緩傾

斜面がある程度削平されて畑として利用されており、包含層の遺存は良好でない。畑地から下

は急傾斜となり、谷底の水田へと続く。谷頭には現在湧水はないものの、湿地である。

清水迫遺跡は、稗ケ迫遺跡の南にあり、この一連の尾根が一番狭小となる場所である。東西

は急傾斜となり谷底へと続く。この 2つの谷には現在湧水がある。

草之瀬地区はこの尾根と山腹の遷移する場所で、稗ケ迫・清水迫遺跡に比べやや傾斜が強い。

この尾根の土層は第 3函に示すとおりで、以下略述する。なお草之瀬地区については、削平

が著しく、アカホヤ層より上位の層はなかったので第22図に別掲した。

1層:現耕作土であり、淡黒褐色の砂壌土で、ボラは視認できなかった。

2層:黒褐色を呈する埴壌土で、 3層に漸移する。

3 層:暗黄褐色を呈する埴壌土で、 2 層からの漸移が終わるところに、黄檀色の径0.5~lcm

の軽石が認められる。 4層にも漸移する。

4層:茶褐色を呈する埴壌土で、 3層に近い箇所はやや明るいが、 5層とのライン付近にはや

や強い腐食質が認められる。

5層:上位は黄褐色を呈する固く締った埴壌土で、 4層との境ではブ1 

2 

6ち

ロックが浮いたり、クラックが入ったりする。下位は黄櫨色を

呈する軟弱な壌土で、パミスがみられる。アカホヤ層と思われ

る。

4 I 6層:明茶褐色の固く締った埴壌土である。

7層:暗褐色を呈する回く締った埴壌土である。

8層:明黄撞色を呈する固く締った埴壌土でよりシルトに近い。薩摩

層と思われる。

9層:明茶褐色を呈するソフトローム層である。他の地域に比べ、腐

食質の発達が弱い。

10層:淡黄褐色から乳白色のソフトローム層で、「ヌレシラス」と呼ば

れるシラスの二次堆積層である。

第3図稗ヶ迫遺跡

標準土層図

第 2節稗ケ迫B及び同C遺跡の調査概要

調査対象地域内に第 5 図に示すような配置で、第 1~11 トレンチを

「

D



第4図仮屋工区周辺地形図
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設定し、遺跡の性格及び範囲の確認に努めた。そのあらましは表2に示すとおりで、それぞれ

の範囲は第4図中の斜線部である。

稗ケ迫B遺跡、は弥生中期を主体とする遺跡で、従来よりも南に広がり、先に述べたように谷

頭両岸に広がるものと思われる。

稗ケ迫C遺跡は縄文時代中期を主体とする遺跡で、尾根の先端部は開墾による削平のためそ

の広がりは疑問であるものの、尾根の基部側に広がる可能性がある。

⑧ 

OlOOm  

第5図稗ケ迫遺跡トレンチ配置図

ヴ

t



第3節稗ケ迫B遺跡の調査

第 lトレンチ

付近の最高所(第 4トレンチ周辺)から 8m程低い北向きのテラ

ス状になった場所に設定したトレンチであるo

土層の堆積状況は安定しており、各々の層も割と厚い。特に 5層

付近の最高所である第4トレンチと第 1トレンチの中間に設けた

159m トレンチで、幾分か傾斜した場所に設定したトレンチである。

3層・ 4層の堆積はみられず 2層の黒褐色土の直下に 5層アカホ

ヤ層がある。この 5層上面で柱穴のようなピットを 3個検出した。

これを半裁して観察したが、埋土は上下とも一枚の褐色の埴壌土で、

158m径及び底面形状にも斉一性はみられず、柱穴とは判断できない。

1
-
2
-
3
-
4
 

160m 
ー は厚く、 1m近く堆積している。

いずれの層からも遺物の出土はみられなかった。

第2トレンチ
5 

，.---

6 

7 

10 
一一一一一一--' 2層中及びピット埋土中からの出土はない。
?I， 

| i 第3トレンチ

第 6図 第 1トレンチ土層図 第2トレンチからほぼ北東の緩斜面の端近くで、さらに東、北は

E 
Uの

吉|

z大きく一段低くなるような箇所に設定したトレンチである。
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第 7図 第 2トレンチ平面図・土層図

-18-

d d' 

努
Pit4 

M
1
 



1層直下には 5層のパミスがブロック状にみられる

6層以下は安定した堆積でほど、削平が著しかった。

162mある。遺物はどの層からも出土しなかった。

第4卜レンチ

7
4
R
υ
ρ
0
 

付近の最高所に設定したトレンチであり、ある程度

の削平を予期していたが、 5層下部以下は残っていた。

表土除去後第 9図に示すような土坑が検出され、土坑

外から 3の土器が、土坑内から縄文時代晩期の土器の

3の土器は幅 1cm強の板状工

g gg 

I I 、
小破片が 2点出土した。

ムー--ーーーー一ーーー園田ーーーーーーー

olp  

第 3トレンチ土層図

10 

第 8図

、
U 

168m 

5 • 

巳J

E
∞mw
H
 

Emu---

• 3 

⑮ 

第 4トンレチ平面図・土層図及び土坑断面図

Q
d
 

第 9図



具による綾杉文と横位の貝殻刺突線をもっ。内面はヘラ削りであり、このような文様、器面調

整の特徴などからは縄文時代早期の土器のようであるが、出土層位はアカホヤ中からであり、

断定はできない。

土坑についても、その時期、性格等を明らかにする材料はない。

第5トレンチ

標高は162m程で、尾根頂部の緩斜面が、谷への急

162m斜面に変わる箇所に設けた。

5層より上は削平によって欠失し、また 8.-....-10層は

qu-
「
}
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第11図 第6トレンチ土層図

谷の方向へ急激に落ち込んでいた。

第 6トレンチ

谷頭に設けたトレンチで、稗ケ迫B遺跡と同C遺跡

第 7トレンチ

表土直下で 5層があらわれ、焼土と思われる、炭化

粒を含む赤化した 5層土が第12図中網掛けの範囲に検

出された。さらにその中に樹根状のピットがあり、上

位に第13図5の土器と砂岩の剥

片が多数出土した。

砂岩の剥片は、赤化しかっ一

部の剥片には煤様のものも染み

が一続きになるかどうかを確認しようとしたが、 5層

哲生1以上が削平されており目的は達せられなかった。

6層以下も遺物の出土はなく、 9層は谷へ急激に落

ち込んでいる。

⑨ 

~ ーーー一

ヒ工エコ
第12図 第 7トレンチ平面図・土層図
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込んでおり、熱破砕によるもの

と思われる。

5は弥生時代中期初頭の特徴

をもっ小型壷形土器である。

口縁部は逆L字状をなし、最

大径は全体の中程にある。表面

はへラで丁寧に磨かれ、黒褐色

を呈する。器高9.6cm、最大径8.6

cm、 口縁直径5.4cm、口縁内径4

cm、底径3.4cmを測る O
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第4節稗ケ迫C遺跡の調査

第 8卜レンチ

草之瀬地区からの一連の尾根から分岐する支尾根の基部に設けたトレンチである。この支尾

東 ， 根はここから北の方へ、なだらか

164m 

第14図 第8トレンチ土層図

l' 

2 

6 

LE一一一一一一一一一一。 1m

第15図第9トレンチ土層図

用戸--ーー" 根ロ~1\H

根iV U 543 
157m 

6 

7 

第16図

q
L
 

つい

165m 
に傾斜しながら続き、東の流水の

ある谷と西の浅い谷に挟まれてい

る。

土層は不安定な堆積を示し、 5

~9 層は線引きに困難をきたすほ

どでかつトレンチ北側には 5~7

層土の入り交じった土の落込みが

160m みられた。遺物の出土はない。

第 9トレンチ

第8トレンチから約 5m下にあ

り、ここの一連の支尾根はこの辺

りからテラス状になる。
159m 

158m 

土層は幾分かは傾斜しながらも

安定した堆積をみせるが、遺物の

出土はみられなかった。

また、同ーの畑にサプトレンチ

を設け、遺物包含層を追求したが

同様であった。

第10トレンチ

支尾根の先端の畑に入れたトレ

ンチで、第 9トレンチよりも約 2

mほど低い場所に設けた。

土層の堆積は第 9トレンチと似

たようなものであるが、 4層より

上の層は削平されている o 遺物の

出土はない。

第11卜レンチ

草之瀬地区からの一連の支尾根

が最もくびれる箇所に設けたトレ

ンチで、標高はほぼ167mある。

2層下部でト土師器の小破片が 2



辺と、 3層上面で幅40cmほどの古道と思われる固く踏みしめられた灰~白色の粒子を多量に含

む土層が帯状に検出された。土師器片は図化しえないほどの小破片であり、時期判断の材料に

もならない。

3・4層では第19・20図の13・23・24以外の土器が、また 5層に掘り込まれた土坑は全部を

発掘できなかったが深さは約30cmほどで、短径は約 1m、長径は不明である。埋土は土坑外の

4層土とほとんど区別できないもので、また遺物も土坑外のものと差異はない。この性格等は

まったく不明である。

8 ~25の土器は、内外面とも貝殻条痕を施こすものである o 8は指頭による太めの凹線文を

施し、 9は先端が平らな工具による回

線文である。 10~15はヘラ状工共によ

る沈線を施す。

全1f;を知ることができる資11j↓はない

が、各部位の特徴から縄文時代中期に

• 
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第17図 第10トレンチ平面図・土層図
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第18図 第10dトレンチ平面図・土層図
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第5節草之瀬地区の調査

草之瀬地区では昭和61年度の分布調査の際遺物の散布がみられたので、今回確認調査を行う

こととなったのであるが、第21図に示すような配置で第12~15、 13a~b の各トレンチを設け

包含層の確認に努めたが、全てのトレンチにおいて、遺物は出土しなかった。

なお、ここの標準的な土層は第23図に示すとおりである。

1層:現耕作土である。 2層:固くしまった黄褐色埴壌土で、アカホ

ヤ層である。全てのトレンチでこの層より上は削平されている。 3層:

明褐色の聞くしまった埴壌土。 4層:暗褐色を呈する埴壌土。 5層:

明褐色を呈する固くしまった埴壌土で、クラックで分断されたり、連

続するブロックで堆積する。 6層:淡茶褐色のソフトロームである。

7層:シラスの二次堆積層でやや粘性があり、淡黄色を呈する。第22

図は、 13dトレンチのすぐ脇で採集した三稜尖頭器で、素材は硬質頁

岩の横剥ぎ剥片である。基部は腹面も調整されており、それが測縁の

プランティング状剥片で切られている。重量は38.4gである。

第21図草之瀬地区標準土層図

ム

。
Cユ
ム

O 5叩

第22図 草之瀬地区採集遺物一三稜尖頭器一
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第 4章前 谷B遺跡の調査

第 l節周辺の地形と標準土層

前谷B遺跡は、霧岳の北山麓から延びるなだらかな傾斜の頂部をもっ尾根上及びその西斜面

に立地する。調査対象となった前谷工区は、前谷B遺跡の立地する尾根と、浅く緩やかな斜面

をもっ谷とさらにもう一本の同根の尾根とにまたがる。この谷はもともと 2本あったが、西側

の谷は江戸末期から明治初期の土石流で埋没したらしい。この谷には現在、流水・湧水ともみ

られないが、遺跡の東側の谷には流水があり、その谷頭には湧水も見られる。

標高は170m前後で、尾根上は安定した土層である。

標準的な土層は、尾根上が多いため、谷部の第 5トレンチで安定した土層がみられるので、

これを基にした。第24図がそれであり、以下各層について略述する。

l層:茶褐色の壌土で、現耕作土である。谷部では爽雑物及び色調でa""-'bに細分される。

2層:暗黒褐色の埴壌土で、 1層との境はシャープに現れる。

3層:淡灰褐色の埴壌土であるがよりシルトに近い。

4層:黒褐色の埴壌土で、この層の下部及び5層上部から遺物が出土する。 3層、 5層とは

漸移する。なお 2から 4層が分離できるのは谷部のみで、尾根斜面及び尾根上では分

離できない。特に 3層は谷部以外では視認できない。この層の下部で遺物が出土する。

5層:黄褐色の埴壌土で、上部は 4層の染み込みでやや黒ずみ、下部は明黄褐色を呈し、所

所でパミスがみられる。アカホヤ層とおもわれる。

6層:黒褐色の埴壌土で、 5層、 7層とは漸移する。

7層:黒褐色の埴壌土で、 8層及び9層と漸移する。

表4 前谷B遺跡トレンチ一覧表

1. 
チトNレoン 面積 算書量 遺署員 表岩重高

出土遺物・遺構

1 6m' 無 無 5層

2 6m' ノノ }} 1 b層

3 6m' 万 ノノ 2 a 

4 6m' ノy /ノ 2 a 

5 
2 

6m' 有 }} 1 b層 縄文土器

8 6m' ノ/ ノy 2層

7 6m' }} }} 2層 縄文土器

8 6ロf 無 "}} 5層

4 9 6m' /ノ }} 5層

10 6m' }} }} シフス

11 12m' 有 有 2層 土坑・縄文土器(晩期)石器

12 6m' }} 無 2層 縄文土器

13 9m' ノ/ ノ/ 2層 /ノ

14 6m' }} }} 5層 }} 

15 6m' 無 }} 5層

16 6m' 有 有 2層 柱穴、弥生土器・縄文土器

81m' 8ゲ所 2ケ所

第24図前谷B遺跡標準土層図
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備 考

1 b層は旧表土

2 a層は土石流堆積

}} 

生縄問考古。叩
包含層まで 40cm 

包含層まで-40cm

包含層までー20cm

包含層まで 20佃

包含層まで-50叩
包含層までー20叩

包含層まで-50cm



第25図前谷B遺跡周辺地形図
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8層:やや灰色がかった黄褐色を呈する埴壌土であるが、よりシルトに近い。桜島起源の薩

摩層と思われる。

9層:いわゆるヌレシラス層で、明茶褐色から明黄茶褐色がかった乳白色を呈するシルト層

である。なお、他の地域ではこの層の上位に茶褐色から暗茶褐色のフソトローム層が

みられるが、前谷B遺跡では確認されなかった。

第 2節前 谷B遺跡の調査概要

調査対象地域内に、第26図に示すような配置で第 1から16トレンチを設け、遺跡の性格及び

範囲の確認に努めた。そのあらましは表 4に示すとおりであるが、その結果、縄文時代晩期を

主体とする遺跡で、第25図中斜線で囲った範囲に広がるものと推定された。

。
100m 

Eコ

@ 

、、、、

第26図 前谷B遺跡トレンチ配置図
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なお、トレンチを設定した基準は、工事によって掘削される箇所及び、幹線道路予定地であ

るが、掘削箇所であっても、近接するトレンチの状況によってはトレンチを設けなかった箇所

もある。

第3節各トレンチの調査

第 lトレンチ(第27図)

東側の尾根筋に設けたトレンチで、標高は175mである。 5層中位より上は削平されてお

り、 6層以下にも若干の土層の乱れ

173m があり¥かつ谷へ傾斜している。

遺物の出土はない。

第 2トレンチ(第28図)

急斜面の山腹から緩斜面の尾根へ

の遷移点近くで、テラス状の地形を

呈する箇所に設けたトレンチであ
1m 

る。d 
土層は北へ若干下がる傾斜をもっ

安定した堆積状況である。なお、第
173m 

28図中 2a層としたのは標準土層と

同一層で、 2b層としたのは砂磯層

である。この層は、径 3'"'-'1 cmほど

の細かい離が主体となり、拳大の礁
174m 

や部分的な砂層(図中一点鎖線)を

O
U
闘土チンレ第図

月

iq
L
 

第

la 

lb 

ーーーーー_.~〆
一_./ー」ーー_._...--. 2b 

...-ー_.-ー-
3--==ここご二ニ三ごご3

o 1m 

第28図第2トレンチ土層図

2a 

ー一一_L三三~ーー一一一
。七コ

第29図第3トレンチ土層図

に工ゴ
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169m 

含む。また 5層とした層は、アカホ

ヤと思われる埴壌土を交える醸層

で、上下の層の特徴を標準土層に当

てはめた結果 5としたものである。

遺物の出土はない。

第3トレンチ

谷部の標高169mほどの箇所に設

けたトレンチである。

土層は不安定な堆積を示し、 2a 170m 

層、 2b層は第2トレンチと同じで、

3 a層は多量の醸(径 1~ 3 cm) を

含む淡褐色埴壌土で 3b層は小量の

離を含む淡褐色埴土である。



また 5 層も幾分砂っぽく、 6~8 層は欠失し、 9 層のシルティなヌレシラスが中央に盛り上が

っている。遺物の出土はない。

第4卜レンチ

谷部のほぼ中央に設けたトレンチで、埋没した谷に当たると思われる。表土下は淡褐色の砂

醸層が、部分的に拳大の棟層、人頭大の棟、粗砂層とを挟みながら堆積しており、約2.5m掘

ってもこの層が続き、より以上の発掘を断念した。

この砂棟層中からローリングを受けた土器片が 1片出土したが、この堆積時に一緒に流され

てきたものと思われる。

第5卜レンチ

東尾根下の谷底に設定したトレンチで、この谷の傾斜はこの付近からは緩くなる。土層は安

定した堆積状況を示しており、ほぼ水平な層界をみせる。 1層は 1m以上堆積しており、現耕

作土層下は明黒褐色砂壌土(1b)、暗黒褐色砂壌土(1c)、暗褐色砂壌土(1d) と細分さ

れるが、ボラ層起源の軽石が 1bにはわりと多量に含まれていること、土質そのものは 1a~ 
170m 

1 dとも同様であることから土層

として一括されるものと判断し
Ia 

Ib 

Ic 

Id 

H 

岡
山
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た。 2は黒色のシルトで、 1層と

の境は鮮明であるが、 3層とは漸

169m 移する。 3層は明茶褐色シルトで

上下の層に漸移する。 4層は黒色

シルトであるが、 2層よりやや茶

色がかる。 5層は黄褐色埴壌土で、

168m 1也のトレンチの 5層よりもシルテ

ィな感じがする。

このうち 4層下部から第42閃45

の土器の他少数の土器、石片が出

土している。

45の土器は、外面は貝殻腹縁、

内面は刷毛目による器面調整が施

され、色調は淡赤褐色を呈し、胎

土に石英・長石・軽石・火山耳石

などを含む。縄文時代晩期のもの

と思われる。

また他の土器も胎土・器面調整

等から、縄文時代晩期のものと思M- われる。
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173.2m 
第 6卜レンチ

尾根斜面の谷の近くに設けたト

レンチで、I買部よりも 2m干呈fs;く、

谷底よりも 3m程高い箇所であ

る。畑の削平等により現況では一

見テラス状の地形を呈するが、土

層は谷への傾斜がある。

しかし、傾斜するものの層の乱

れはみられず、 4層下部では 8点

の土器片も出土した。

第41凶31はその内の 1点で、縄

文時代晩期の浅鉢の頚部と思われ

る。内面の磨痕は残るが、外面の

調整は風化のため不明である。

他の土器もほぼ同時期と思われ

る。

174.5m 

第 7卜レンチ

谷頭に近い尾根斜面に設けたト

レンチで、第 6トレンチより約50

m上流で 1m程高い箇所である。

土層の状況も第 6トレンチとよ

く似ており、遺物も 4層から同じ

縄文晩期のものと思われる土器が

出土した。

第8トレンチ

山腹と緩斜面の尾根との遷移点

に近い箇所に設けたトレンチで、

比較的傾斜は急な箇所である。

4層よりも上位の層は削平によ

り欠失しており、また 8層の薩摩

層、 9層のソフトロームの堆積は

みられない。

遺物は出土しなかった。



第 9卜レンチ

尾根頂部の平坦面に設けたトレンチで、第 6トレンチの上方約 2mの箇所である。現況では

平坦面であるが、これは開墾・耕作等による削平のため 5層より上位の土層が欠失した結果で

あると思われる。 5層以下は西へ若干の傾斜はあるもののほぽ平坦な堆積を見せる。なお、 8・

9層の堆積はみられず、 7層下にシラス層がみられる。

なお、 5層上面に黒曜石の破片が出土したが、図化するにいたらなかった。

第10トレンチ

第 8・9・16トレンチなどを設けた尾根の東斜面下で、東側の谷の谷頭部に設けたトレンチ

である。荷側はすぐに急斜面の山腹となる箇所で、第 9トレンチとの比高は約 2mである。

表土下はすぐにシラスで、表土にも遺物は検出されなかった。

176.5m 

7 三7てニ--

O1m  

第33図第8トレンチ土層図

V 

175m 

w 

X 

⑨ 
!。 l 1m

第34図 第9トレンチ平面図・土層図
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第11トレンチ

第9トレンチ辺りから平坦とな

る尾根がさらに一段下がり始める

箇所に設けたトレンチである。

標高は175.0mで、幾分か西へ

傾斜する畑地である。このトレン

チのすぐ西に耕作道路があり、こ

の道路のため畑は約 1m段落ちす

る。

このトレンチでは第35図に示す

ような土坑が 1基検出された。

短径1.3m、長径1.6m程の楕

円形を呈し、深さは0.4m底面は

平坦で、 5層中にとどまっている。

埋土は 4層下がやや濁ったよう

な色調を呈し、弥生土器・縄文土

器の小破片を含む。レンズ状堆積

などは確認できず土坑の肩よりや

や上位から底面まで一様であり、

細分することはできなかった。

底面に接して出土した遺物は

27・40・42などの縄文晩期土器と

小児の頭くらいの大きさの砂岩の

亜角棟、花闘岩製の磨石、焼けた

拳大の亜角離である。



これらの遺物から、この土坑の使用された時期は縄文時代晩期と思われる。性格については

今後の類例の増加及び類例の比較検討を待ちたい。

175.0m 

一一-i-一三ででZ3 175.5m 

.・・九宅入市.;刷4..

金・侍包F3su174m 

A 埋土中の剥l片

・埋土中の土器
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第11トレンチ平面断面図及び土層図第35図



第12トレンチ

第11トレンチよりも1.5m程高くなった尾根頂部に細長く設定したトレンチである。現況は

杉林で、ほぽ平坦に整地されており、植林以前は畑であったらしい。

2層下に 5層が堆積して

いるものの、ほぽ平坦な堆積状況である。

遺物は52の砂岩の偏平な小操を利用した磨石の他、縄文晩期土器の小破片が出土したが、図

土層は、尾根頂部という地形のためか 3・4層は堆積しておらず、

第13トレンチ
。

たつ、A，刀なルりた、A
'
u
v
 

キ」司
ヲ
」

ヲ

hvす化
呂
町
回
目 第 5トレンチの下流約100mのところで、比高差も

ほとんどない箇所である。

土層は 3・4層が欠失しており、 また 2層と 5層の

境も波を打つような堆積状況である。

2層中に土器の小破片が 1点出土した。o 
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第13トレンチ平面図・断面図第37図
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第12トレンチ平面図・土層図第36図



第14トレンチ

尾根の末端部に設けたトレンチで、標高は165m程の地点である。開墾・耕作による削平の

ためか、 2から 4層は確認できず、表土下はすぐに 5層土である。

この 5層上位で、縄文時代晩期のものと思われる土器片が出土したが、いずれも小さすぎて

図化するにはいたらなかった。なお、これらの土器片には顕著なローリングの痕跡は残ってい

ない。また第44図51に示す磨製石斧の頭部が表土から出土した。安山岩の横長剥片を用いたも

ので、表裏に粗い調整剥離が入札側面及び側禄部に斜め方向の麗きが加えられている。おそ

らく 5層中にはまり込んだ土器と同じく縄文晩期のものではなかろうか。

第15トレンチ

今までの中で述べてきた「東側の浅い谷」、これは堆積谷であるが、これはこのトレンチを設

v " V~ U けた辺りで他の堆積谷と 1つにな

，-- 1 ---1 165m り、テラス状の地形となる。

~ こE一一一一一_.-!__J 昭和60年度に調査された前谷遺
τー一一一ー一一一一一一
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跡もこの平坦状にあり、このトレ

ンチとの距離はほぼ200mであ

る。この平坦面の北側は尾野見川

によって解析された谷によって区

切られている。

以上のような地形的要因から、

前谷遺跡と前谷B遺跡とが連続す

るか否かを確認することを期待し

て発掘したのであるが、 2から 4

層は削平されており、それはでき

なかった。また、前谷遺跡では縄

文時代早期の土器及び先土器時代

の石器も検出されていたので、こ

れらの時期の遺跡の広がりを確認

するべくシラス層まで掘り下げた

が、何等の遺跡も見られなかった。

第16トレンチ
162.0m 

このトレンチは、第8から10ト

レンチのほぼ中間に設定した。前

谷B遺跡の乗る尾根はこの辺りか

ら頂部が平坦面をもつようにな

り、このトレンチを設けた箇所は



そのほぼ中央部である。また東側には別の谷の谷頭がある。

このトレンチでは平面方形の柱穴と思われるピットが 4個検出された(第40図)。このうち P

t 1と同 4は二段掘りされており、半裁による観察で、最底面は先細りになり、中途の段は

平坦面であることが確認された。Pit2・3はこの 2つに比べ浅く、 2段掘りでもなし )0Pit4とPit2・

3の組合せになり、異なった建物である可能性がある。これらのPitの時期は、埋土及び掘り始め

の2b層とした 2層土がやや砂質がかった層であり、この層から土師器の小片が出土している

ことから古代遺構であると判断した。

第43図48はこの 2b層から出土したものである。

⑭ 
llb層:黒茶褐色粘質土。

遺物包含層。
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第40図 第16トレンチ平面図・土層図
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稗ヶ迫B遺跡・稗ヶ迫C遺

跡が存在する仮屋地区の切り

土部分については、表土を取

り除いた段階で精査した結

果、人為的な遺構・遺物はな

く、遺構らしき落ち込みは樹

痕であることが判明した。そ

の理由として①平面形・断面

形が不定形であること。②埋

土が一つ一つの落ち込みによ

って異なること。③落ち込み

の配列に規則性がないこと。

④遺物の出土がないこと。が

揚げられる。

草之瀬地区については、確

認調査において遺構・遺物と

もにみられなかったので、そ

のまま着工した。

前谷B遺跡の存在する前谷

地区については、本調査を実

施した。その結果、縄文時代

晩期の土坑3基、弥生時代中

期の住居跡 3基を含む多くの

資料を得ることができた。

これらの成果については平

成元年度に整理し、報告書を

刊行する予定である。
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松山町立歴史民俗資料館所蔵尖頭器

草之瀬地区採集尖頭器
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